
担当
分掌

中間
評価

最終
評価

授業や部活動，学校行事等での生徒が主体的に活
動する場を設定し，そのがんばりを肯定的に評価
していくことで，達成感や充実感を得させてい
く。また，引き続き，ホームページや学校通信等
を通して，生徒のがんばっている姿を発信してい
く。

生徒や保護者は,地域活動,ボランティア活動の意義
は理解している。生徒は，ボランティア等に参加
できていないことで数値が低くなっている。今後
も生徒会を中心に参加を呼び掛けていきたい。

信頼される学校
をつくる

学校の公
開性の向
上

保護者・地域
への教育公開
及び情報発信
の充実

①保護者アンケート
・学校教育に対する満足度
・「地域公開・授業公開」「ホームペー
ジ・学校通信等情報発信」に対する肯定
的評価

A：80％以上
B：60～80％
C：60％以下

総
務
部

A

地域貢献
の意欲と
態度の育
成

地域貢献活動
への参加

A：80％以上
B：60～80％
C：60％以下

生
徒
安
全
部

Ｂ
A：80％以上
B：60～80％
C：60％以下

学校教育に対する満足度…82.8％
地域公開・授業公開…96.6%
ホームページ・学校通信等情報発信…96.6%

①　72.1％

今後も学校生活を通して円滑な人間関係づくりを
進めていく。また,指導者は,授業や学校行事など生
徒指導の3機能を活かした指導を行い，肯定的な評
価を続けていく。

Ａ

①65.8％
②100％

実践意欲
の育成

自己肯定感の
向上

①  i‐check・生徒アンケート
（自己肯定感の肯定的評価）

社会に貢献する
力の育成

自らの成
長が実感
できる

進路指導の充
実及び進路実
現に向かう意
欲・態度の向
上

①保護者アンケート
（進路に関する情報提供への肯定的評
価）
②生徒アンケート
（自分には良いところがある・挑戦
　していることがあるへの肯定的評価）
③英語検定等の受検率

① 生徒アンケート・生徒の感想
② 保護者・地域アンケート
（「ボランティア・地域活動等参加」
　への肯定的評価）

A：80％以上
B：60～80％
C：60％以下

進
路
連
携
部

Ｂ

①100％
②良いところ～　82％，挑戦している～　87％
③英語検定等の受検率　50％

今後も進路に関する情報提供や進路学活等を定期
的に行うとともに，進路に関する手続等を確実に
行う。生徒が自らの成長を実感できるよう個に応
じて検定受検等を進めていく。

Ｂ

①６９％
②８８％

本町が推進している協調学習の実践及び改善を今
後も継続し「自分の考えを積極的に伝えること」
及び「考えを深めたり広げたりすること」を「深
い学び」に結びつける指導を今後も追求してい
く。

Ｂ

①６６％
②最高７０％
③全国学力・学習状況調査（３年生）　６９％

教育相談等を活用し，自主学習が定着していない
生徒の実態把握に努めるとともに，その実態に応
じた個別の支援を充実させていく。

教
務
研
究
部

中期
経営目標

短期
経営目標

評価項目及び評価方法 評価基準

学習意欲
の向上と
自主学習
の充実

基礎的・基本
的な知識・技
能の定着

①生徒アンケート
（「なぜ学ぶのか自ら考える」
　肯定的回答率）
②自主学習ノート提出率
③学力調査等
（県や全国平均以上の生徒の割合）

A：８0％以上
B：６0～８0％
C：６0％以下

協調学習
の実践

深い学びを引
き起こす授業
の実践

①教職員授業評価アンケート
（『話し合う活動』の肯定的評価）
②生徒授業評価アンケート
（『話し合う活動』の肯定的評価）

A：80％以上
B：60～80％
C：60％以下

学力の向上

達成状況及び改善策 評価委員の意見

学校教育目標 学びを生き方につなぐ教育の創造
学校研究主題

深 い 学 び を 引 き 起 こ す 授 業 づ く り

めざす生徒像 挑戦 感動 感謝の心をはぐくむ生徒 ～「知識構成型ジグソー法」を取り入れた単元開発を通して～

安芸太田町立安芸太田中学校

安芸太田町教育21もみじプラン教育目標   「地球・世界的規模の視野を持ち，世界や地域社会に貢献する人づくりをめざす」

ミッション 地域社会に貢献できる生徒の育成 ビジョン 主 体 的 で 協 調 的 な 学 び の 推 進

平成3１年度　学校評価表（自己評価）


